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Management from Carnegie Mellon University (USA). Mr. Yamada, as an officer of Ministry 
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 元 内閣官房内閣審議官（国際感染症対策調整室長）、現 清水建設㈱ 執行役員 

 

 北海道大学大学院環境科学研究科修了。米国カーネギー・メロン大学にて公共経営学修士

を取得。 1988 年通商産業省（現経済産業省）入省。産業技術政策、イノベーション、IT・

サイバーセキュリティ、 エネルギー・環境等の分野の政策立案を担当するとともに、日本・

タイ経済連携交渉等幅広い行政に 従事。2014 年 7 月より内閣官房において、公衆衛生危

機対処の枠組みや、エボラ出血熱・新興感 染症対策の基本方針・基本計画を取りまとめる

とともに、政府の感染症対策全体を総合調整・指揮。 2017年 7月、退官。2017年 12月, 

清水建設㈱入社。 


